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読み手が考えるメールの好ましさ評価尺度の作成
―社会人と大学生を対象として―

菊池理紗（法政大学大学院）
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目 的

メールは，相手との関係が継続することを前提

として送り合う文章である。このやりとりにおい

て，メールの読み手は，もらったメールの好まし

さ評価している（菊池， ）。しかし，好ましさ

を計測する尺度は今まで作成されていなかった。

そこで，本研究では読み手がメールの好ましさを

評価する際の尺度を作成することを目的とした。

方 法

参加者 現在働いており，かつ，仕事上でメール

を使用していると答えた社会人 名と，四年制

大学（ 校・ 校）と短期大学（ 校）に所属する

大学生計 名から回答を得た。これらの参加者

は菊池（ ）と同一である。なお，本調査は，

事前に法政大学文学部心理学科・心理学専攻倫理

委員会の了承を得た（承認番号： ， ）。

質問項目 好ましさ評価尺度（ 項目）と質問項

目の構成概念妥当性を担保するための岸・辻・籾

山（ ）の読み手意識尺度（ 項目）に回答を

求めた。好ましさ評価尺度の項目は菊池（ ）

の調査結果と菊池（ ， ）のインタビュー

データをもとに作成し，「メールを好ましい，ある

いは，そうではないと思う基準」として回答させ

た。また，社会人の参加者に対しては，年齢や性

別の他に，勤務年数と一日に読み書きするメール

の通数，メールを読み書きする際に使用する媒体

（スマホのみ・ のみ・併用の 択）も尋ねた。

手続き 社会人は株式会社クロス・マーケティン

グに調査代行を依頼し， 調査を実施した。大

学生には，社会人と同じ質問項目を書面にして配

布し，手書きで回答させた。参加者ペースで個別

に回答させ，また，回答時には，上司や指導教員

などの目上の人と公的なメールをやりとりする場

面を想定するように教示した。好ましさ評価尺度

は 件法（ ：まったくあてはまらない～ ：非常

によくあてはまる）で，読み手意識尺度は 件法

（ ：当てはまらない～ ：当てはまる）で回答さ

せた。回答の偏りを排除するため，各尺度内の質

問項目はランダムに呈示した。また，順序効果を

相殺するため，尺度そのものの呈示順はカウンタ

ーバランスを取った。

結果・考察

はじめに，すべての項目に同じ数字をつけた参

加者のデータを削除した。加えて，質問項目の「絵

文字がない」あるいは「顔文字がない」に「 ：ま

ったくあてはまらない」と付けた参加者を分析か

ら除いた。これらの項目は，参加者の場面設定に

対する理解を確認するための質問項目として設定

されていた。この結果，社会人と大学生の計

名（男性： 名，女性： 名， 歳 ヶ月～

歳 ヶ月）が分析対象となった。

また，質問項目のうち，ビジネスメールにおい

て書くべき事項，あるいは，書いてはならない事

項として，佐藤・小笠原・布川（ ）で指摘さ

れている 項目を分析から除外した。さらに，逆

転項目として設定した「口頭で伝えた方がいい内

容が入っている（ ， ）」と「難しい言

葉を使っている（ ， ）」は，平均値が

を超えていたため，逆転項目として不適当であ

ると考え，分析から除外した。

次に，社会人と 校のデータをまとめたサンプ

ル （ ）と， 校と 校のデータをまとめた

サンプル （ ）の 群にデータを分けた。サ

ンプル に対しては探索的因子分析（最尤法，プ

ロマックス回転）を行った。因子は，固有値 以

上の因子から解釈のしやすさをふまえて抽出した。

さらに，いずれの因子にも因子負荷量が 未満

の項目と複数の因子に 以上の負荷を持つ項目

を削除し，再度因子分析を行った。

因子分析の結果として，「ふさわしい言語表現因

子」と「配慮の実感因子」の 因子を抽出した。

各因子のα係数は と であった。因子間に

は強い正の相関関係がみられた（ ）。

を用いて因子間に相関関係を仮定した

モ デ ル を 作 成 し た と こ ろ ， 適 合 度 は ，

， ， ， ，

であった。また，好ましさ評価尺度と

読み手意識尺度（岸他， ）の相関関係を検討

した結果，すべての因子間で中程度の正の相関関

係がみられた（ ～ ）。

続いて，サンプル を用いて で確認的

因子分析を行った。上述と同様に因子間に相関関

係を仮定したモデルの適合度は， ，

， ， ， で

あった。信頼性係数はα とα であり，

読み手意識尺度（岸他， ）とも弱い～中程度

の正の相関関係がみられた（ ～ ）。

以上の結果から，社会人と大学生は，言語表現

が場面にふさわしく，配慮が感じられるメールを

好ましいと評価することが明らかになった。
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問 題

日本経済団体連合会の調査 によれば 企

業が新卒採用時に重視する要素は 年連続で「コ

ミュニケーション能力」である。また 厚生労働省

（ ）は「若年者就職基礎能力」の中で意思疎

通・協調性・自己表現力の必要性をあげるなど，

大学におけるより具体的なコミュニケーション能

力の育成が求められている。そこで高岡ら

（ ）は，大学生のコミュニケーション能

力として重視されている社会的スキルを高めるた

めのプログラムを開発し，継続してその効果検証

を行っている。臼井ら はプログラムを実施

し，特にアサーションスキルの向上に有効である

こと 問題解決スキルに対しても一定の効果があ

ることを明らかにした。

本研究では，高岡ら（ ）のプログラムを実

施し，特にどのスキル向上に役立つのかをさらに

検証すること また これまでの実践において「自

分のことがよくわかるようになった」という感想

がよく聞かれたことから自己概念の変化について

も調査することを目的とした。

方 法

対象者：女子大学生 名（平均年齢 歳，

）がプログラムに参加した。

プログラムの概要：本プログラムは各 分，全

回で構成され（高岡ら， ）， 年 月～

年 月の講義時間内に実施した。第 回は心理教

育を行い，第 回～第 回は社会的スキル訓練，

第 回中間演習，第 回～第 回は問題解決ス

キル訓練を扱った。また，実生活への般化やスキ

ル維持促進を狙って，毎回ホームワークを課した。

測定尺度：①機能的アサーション尺度；下位因子

として課題達成，語用論的配慮（三田村ら， ），

② 邦訳版（ ：丸山

ら， ），③

短縮版（ ：笹川ら， ），を使用した。また

自己概念に関する調査（「私は」から始まる文を思

いつくだけ記述する質問紙）も実施した。

測定時期：すべての尺度について介入前と中間演

習後（第 回），介入後に測定を行った。

結 果

プログラム効果を検討するため，機能的アサー

ション尺度， ， ，自己概念の記述数を従属

変数，時期（介入前，中間，介入後）を独立変数

とする 要因分散分析を行った。その結果 どの尺

度についても有意な時期の主効果が認められなか

った 。効果サイズとして介入前後の

ohen’s を算出したところ，機能的アサーショ

ンでは ，問題解決スキルでは ，自己

概念の記述数では となり 中程度とされる

効果サイズであった（竹内ら， ）。

また，問題解決スキル訓練前後における解決法

の案出数の増加について対応のある 検定を実施

したところ，有意傾向であった（（ ） ， ）。

考 察

有意差は認められなかったものの 機能的アサ

ーション 問題解決スキルに中程度の効果サイズ

が認められたこと 解決法の案出数の増加傾向が

認められたことから 一定の効果があったと考え

られる。グループワーク中心のプログラム内で自

分の考えや気持ちを表現し人に伝えることを繰り

返し体験することでアサーティブな伝え方につい

て学習できたこと 問題解決にあたっての手順な

ど学習したことをホームワークによって般化を促

したことが有効であった可能性が考えられる。

また，自己概念の記述数の増加傾向から コミュ

ニケーション能力の向上だけでなくアイデンティ

ティ形成という点において有効に機能した可能性

も示唆される。他者と質の良いコミュニケーショ

ンの機会が増えることは 自分自身についてのフ

ィードバックを多く受けることに繋がり 自己概

念が豊かになるのではないかと思われる。

今後の課題としてはサンプルサイズを十分に確

保することがあげられる。また 年から継続

的に実施しており 総括的な分析も必要であろう。

介入前 中間 介入後 F値 ｄ（前‐後）

機能的アサーション

　課題達成

　語用論的配慮

問題解決スキル

自己概念

（　）内は標準偏差, ｄ＝効果サイズ, 前＝介入前, 中＝中間, 後＝介入後

table1 介入前から介入後にかけての各尺度得点の推移と効果サイズ
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